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皆様には平素よりひとかたならぬご厚情を賜り心よりお礼申し上げます。夏場

の新型コロナウイルス変異株の流行時には、事業継続を第一に感染拡大防止に

取り組み、弊社グループでは大きな影響なく受託試験を実施することが出来まし

た。お客様各位におかれましては、ご不便をおかけすることもある中、多大なご

理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。

弊社グループは2022年3月期も前期比増収増益となり、2023年3月期上半期

（2022年4 ～ 9月度）も引き続き好調に推移しました。一方で、高稼働状況が継

続しましたために、ご希望の実施時期等に試験が実施出来なかったこともあった

ように聞き及んでおります。このような状況を踏まえ、2021年後半より施設を増

設して参りました。霊長類試験室の一部は今夏より試験に供しております。本年

末には大規模な研究棟の建築を開始し、2024年春の竣工を目指しております。

さらに、今夏は弊社グループにイナリサーチを迎えまして、お客様のご要望にさ

らに寄り添うことの出来る体制構築も進めております。弊社鹿児島安全性

研究所、和歌山薬物代謝分析センターとともに引き続きご愛顧

頂けますようお願い申し上げます。

今後も製薬業界の皆様のご期待に応えられるCROとして役職員一同、サービ

ス品質の向上に励んで参りますので、引き続きご指導ご鞭撻のほどお願い申し上

げます。学会の各種集まりの方も対面が増えて参りました。皆様と拝眉の上で挨

拶させて頂ける機会を楽しみにしております。最後になりましたが、皆様のご健

康とご多幸を祈念しまして、巻頭の挨拶とさせて頂きます。

お客様各位におかれましては、ますますご隆昌のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

本年４月より前臨床カンパニー Vice Presidentに着任いたしました、永田一郎

でございます。

世の中ではVUCAの流れが日に日にスピードを増してきており、どの業界もこ

れまで以上に戦略、戦術の柔軟性が求められております。製薬業界におきまし

ても、より高度な研究や様々なプラットフォーム技術の開発によるモダリティの

多様化や開発方法の複雑化が進んでいることは、皆様が実感されていらっしゃ

る通りかと存じます。このような中、当社非臨床事業は、世の中の潮流をいち早

く察知し、お客様のご要望にお応えできる柔軟な対応力と、それを実現する技

術力の継続的な向上を中長期目標の一つに掲げ、数々の新しい社内プロジェクト

に取り組んでおります。皆様のパートナーとしてこれまで以上の安心と信頼を提

供できるよう、精進して参ります。

当社グループは、皆様のお力添えのおかげで、これまで着実な成長を遂げる

ことができ、今年９月に創業６５周年を迎えることができました。社員一同、こ

の場をお借りして心より感謝申し上げます。今後とも、まずは１００周年を目指し、

皆様の末永いパートナーとしてあり続けられるよう、新日本科学社員一同、尽力

して参ります。引き続き温かいご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

年末に向かい何かとご多忙のことと存じますが、お客様各位の更なるご発展

を心より祈り申し上げます。

株式会社新日本科学
専務取締役
前臨床カンパニー　President　

角﨑英志 
Hideshi Tsusaki

株式会社新日本科学
専務取締役
前臨床カンパニー　President　

角﨑英志 
Hideshi Tsusaki

株式会社新日本科学
常務取締役
前臨床カンパニー　Vice President　

永田一郎 
Ichiro Nagata

ごあいさつ Greetings
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次回予告

GLP適合性調査

GLP調査プロジェクト　 
安全性評価部

坂本和仁　Kazuhito Sakamoto

SNBLの
取組み

弊社鹿児島の安全性研究所は、PMDAより令和4年6月15
日付で「医薬品GLP」、「医療機器GLP」、「再生医療等製品
GLP」の適合確認書を受領しました。
日頃より安全性研究所をお引き立ていただいております各
社様には、試験の適正実施にご協力いただいておりますこ
と、深く感謝申し上げます。

GLP適合性調査は2022年2月10日に施設資料のリモート
調査、翌週2月14日～ 18日に実地調査が行われました。
新型コロナウイルスのオミクロン株が猛威を振るう中での
実施となりましたので、弊社主要スタッフは実地調査前に
PCR検査を行い、全員陰性の結果を得て、実地調査当日
を迎えました。

GLP適合性調査の概略

適用規則：  医薬品GLP（13回目）、医療機器GLP（6
回目）、再生医療等製品GLP（3回目）

調査日程： 2022年2月10日（リモート調査）、
 2月14日～ 18日（実地調査）
調査官： 4名
調査施設： 安全性研究所（鹿児島）
対象試験：  1169試 験（過去3年間に最終化した

GLP適用試験）
Study Audit：  自己調査形式で7試験（医薬品4、医

療機器2、再生医療等製品1）
進行中試験の調査： インタビュー形式で1試験（医薬品）

中止試験の調査： 自己調査形式で12試験
ラボツアー：  霊長類、イヌ、ブタ、ラット、マウス、

ウサギの動物施設、被験物質、分析、
臨床検査、バイオアナリシス、病理、
遺伝毒性、安全性薬理の試験操作区
域、運営管理者室、資料保存施設、
信頼性保証部門室等を最大3組に分
かれて調査

CSV調査：  5システム（過去3年間の新規導入シス
テムから選択）

今回のGLP適合性調査は、コロナ禍での対応として接触
人数を制限した中での実施となりました。ラボツアー及び
Study Auditでは、我々の対応者は最大3名の制限があり
ましたが、Web会議ツールを活用し、多人数が同時に調査
へ関与することができ、円滑に調査が進みました。逸脱
事項もなく、GLP適合の評価を得ることができました。
今回の調査では、2022年1月に導入しました「電子ファイ

ル 署名・保 存システム」のCSV調査も受け、電子署名
（DocuSign）や電子ファイルの保存等も調査対象となりま
した。今後、試験計画書、試験計画書変更書から電子署
名の適用を広げて参ります。
安全性研究所は、新しい仕組みを取り入れながら適正な
試験実施を行い、皆様に貢献して参ります。引き続き、ご
指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

Good 
Laboratory 
Practice

GLP 

2022年2月25日に、Webinar形式にてSNBLセミナー 2022を開催
しました。 今回は「実験動物としてのカニクイザル」をメインテー
マに、以下の3名の先生方に御講演いただきました。

本年は対面での開催を目指しておりましたが、感染拡大の最中のため、昨年に続いてWebinar形
式での開催としましたが、200名を超える方々にご参加いただくことができました。カニクイザルを
用いた実験の有用性と各種の実験技術に関する活発なディスカッションが行われ、大きな混乱も無
く、盛況のなか無事終了できました。先生方、運営側のスタッフ含め皆様に、厚く御礼申し上げます。
バックナンバー等のご希望は、当社営業担当へお気軽にお声がけください。

営業部　

軸薗竜也 
Tatsuya Jikuzono

SNBLセミナー
2022

実験動物としてのカニクイザル

滋賀医科大学  
動物生命科学研究センター　

依馬正次 教授
Masatsugu Ema

株式会社新日本科学 
安全性研究所　安全性評価部　

吉川哲也
Tetsuya Yoshikawa

株式会社新日本科学 
安全性研究所　薬効薬理研究部　

林田健一郎
Kenichiro Hayashida

遺伝子改変
カニクイザルを用いた
ヒト疾患モデリング

質量分析を用いた 
タンパク質定量の 
ノウハウと最新動向

 ICH M10ガイドラインに 
対応したバリデーションと 
実試料分析の留意点

カニクイザルにおける
脳・神経系を標的とした
投与及び脳脊髄液採取

LC-MS/MSを用いた 
カニクイザル組織中の 
核酸定量法開発

カニクイザルにおける
中枢機能評価

ddPCR，qPCRにおける 
バリデーションの 
実例紹介

SNBLSNBL 
Seminarar 2022

WEBINAR

2022年11/25［金］
13 : 00〜17 : 00（4h）

テーマ：

多様化するバイオ医薬品におけるバイオアナリシス
場所：
TKPガーデンシティ Premium品川 ホール6A ［品川駅　徒歩4分］

営業部　

中村　剛 
Takeshi Nakamura

熊本大学　

大槻純男 教授
Sumio Ohtsuki

株式会社新日本科学 
薬物代謝分析センター　第一研究室

廣渡一成
Kazunari Hirowatari

株式会社新日本科学 
安全性研究所　安全性評価部　

有村由貴子 
Yukiko Arimura

株式会社新日本科学 
薬物代謝分析センター/安全性研究所

家木克典 / 野村達希
Katsunori Ieki / Tatsuki Nomura
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●

ICH S11ガイドラインが
2020年に施行されまし
たが、ウエイトオブエビデンスの考え方に基づいて試
験実施を判断し、ケースバイケースで適切な試験デザ
インを開発者側が立案するのは難しい事があります。
私たちに寄せられる問い合わせ（投与開始日齢、投与
期間、投与経路、採血量、使用動物数、検査項目）
の中には、ガイドラインに即していなかったり、実現
が難しい試験デザインが含まれていたりします。そこ
で今回は、出来るだけ実験施設の現場目線で幼若動
物を用いた試験を切り取り、げっ歯類及びカニクイザ
ルの幼若動物を用いた安全性試験の実際について、
多くの実例と背景データを用いて紹介しました。

●

カニクイザルにおける腰部髄腔内投与後に、大槽付近
にまで薬剤が届かない事例が当社実施の試験で複数
みられ、また他施設の論文においても同様の報告が
されている状況であり、お客様からも投与方法の最
適条件を望む声が多くありました。状況を改善するた
めチームで議論を重ね、投与方法のうち麻酔薬、呼
吸管理、投与速度、事前のCSF除去、動物の姿勢といっ
た項目について最適と思われる条件を選択しました。
また、この投与方法で動物の体重にも着目して実験を
重ね、高率で大槽に薬物を送達する条件を見つけま
した。

●

近年、前臨床試験においてもバイオ医薬品の問い合
わせが増加しております。臨床における抗体医薬など
を投与する場合、過敏性反応等の予防として抗ヒスタ
ミン剤等の前投与を実施しています。今回、麻酔下及
び覚醒下でのヒスタミン静脈内投与のカニクイザルに
対してヒスタミン受容体拮抗薬であるジフェンヒドラ
ミン及びラニチジン投与を実施しました。その結果、
血漿中ヒスタミン濃度の上昇により、心拍数と心収縮
力の増加がみとめられました。このヒスタミンによる
心拍数と心収縮力の増加は主にH1、H2受容体を介
し、一部にはカテコラミンリリースを介することを報告
しました。今回の学会に参加でき、様々な毒性学に触
れられ、とても貴重な経験になりました。

●

視覚に大きな影響を与え、QOLを著しく損ねる網膜疾患に対して、
新規モダリティ医薬品の研究開発が盛んに行われています。近年
の網膜疾患の治療には、網膜の標的細胞への薬物/細胞の送達を
困難にする血液網膜関門の関与を受けない硝子体内投与や網膜下
投与が注目されています。一方でこれらの眼内投与手技には、外傷
や眼内の炎症を起こすリスクがあり、安全性試験の実施において
は眼に関する正しい知識と確立された手技が求められます。今回
は、これら眼内投与の手技や注意点を紹介するとともに、眼毒性
評価の概要や各種眼科的検査の有用性についても解説しました。

2022年6月30日から7月2日まで、北海道の札幌コンベンションセンターで開催されました
第49回日本毒性学会学術年会にて、ブース展示、シンポジウム、2演題のランチョンセミ
ナー、ポスター発表を行いました。
コロナ禍であり遠方での開催ではございましたが、多くの方にご来訪いただきまして誠に
ありがとうございました。

JSOT
参加報告

第49回日本毒性学会学術年会　
                参加報告

SNBLブース

北海道札幌市

新規モダリティ医薬品に活用される
硝子体内・網膜下投与技術と眼毒性評価

幼若動物を用いた 
安全性試験の実際

麻酔下及び覚醒下カニクイザル
におけるヒスタミン静脈内投与
による心循環反応

Luncheon Seminar

安全性研究所　安全性評価部　

有馬昭宏 
Akihiro Arima

Poster Presentation

安全性研究所安全性評価部 
第二毒性評価室　

山下　諒 
Ryo Yamashita 

●

2011年 にILAR Guide
第8 版が発行されて以
降、ソーシャルハウジングが標準飼育方法として求め
られています。4年前の2018年、まだ日本においては
シングルハウジングが標準でしたが、第45回日本毒性
学会のランチョンセミナーで我々はソーシャルハウジン
グを標準とすると宣言しました。そして今回、この4
年間でのソーシャルハウジングの試験数の変化を中心
に、ソーシャルハウジングの実際、そして近年関心が
高まっているアニマルウェルフェアの取り組みを紹介し
ました。

ソーシャルハウジングと
アニマルウェルフェアに
おける最近の取り組み

Luncheon Seminar

安全性研究所　実験動物管理部　

川島良介 
Ryosuke Kawashima

Symposium

安全性研究所安全性評価部 
眼科検査研究室　

荒木智陽 
Tomoaki Araki 

営業部

福山稔之　
Toshiyuki Fukuyama

The 49th Annual Meeting of 

The Japanese
Society of 
Toxicology

大槽への薬剤到達改善のための
カニクイザルの条件及び
髄腔内投与方法の検討

Poster Presentation

安全性研究所安全性評価部 
第一毒性評価室

小林　薫 
Kaoru Kobayashi

6　　　　SNBL News 令和 Vol.4（2022） SNBL News 令和 Vol .4（2022）　　　　7



LC-MS/MSを用いた
新規モダリティの
バイオアナリシス試験受託業務

サービス
メニュー

当社では低分子医薬品はもちろん、タンパク質や核酸といった新規モダリティをターゲッ
トとしたLC-MS/MS分析の受託サービスを展開しています。今回は、タンパク質と核酸の
LC-MS/MS分析のサービス内容の一部についてご紹介します。 薬物代謝分析センター　

家木克典 
Katsunori Ieki

図2　QTRAP Ready 7500を用いたカニクイザル脳中の核酸医薬品の定量分析

Triple TOF 6600+QTRAP Ready 7500 Xevo TQ-XS

当社は、LC-MS/MSを40台以 上保 有し、AB SCIEX社 製 最高感 度の四重 極 質量 分析計である
QTRAP Ready 7500（2台）をはじめ新規モダリティの分析に対応した機種を多数取り揃えていま
す（図1）。これらのLC-MS/MSを駆使して、よりスピーディーに、高感度かつ選択的に目的の化合物
を分析することが可能です（図2）。

図１ 当社で保有する新規モダリティ分析に対応する質量分析計の例 
 

  
 
 
図 2  QTRAP Ready 7500 を⽤いたカニクイザル脳中の核酸医薬品の定量分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  Triple TOF 6600+を⽤いたペプチド断⽚の定性分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 核酸分析の感度低下対策効果 
 
 
 
 
 

QTRAP Ready 7500 Triple TOF 6600+ 

標標準準品品消消化化物物のの抽抽出出ククロロママトトググララムム  タターーゲゲッットトペペププチチドドののデデーータタ非非依依存存性性解解析析  

定量下限 
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分析条件の最適化 
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Calibration range :1〜200 ng/g brain 
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y = 0.08850 x + 0.00907  
r: 0.99988 
 

タンパク質（抗体を含む）のLC-MS/MS分析

精密質量分析が可能な飛行時間型質量分析計（例えば、Triple TOF 6600+、図1）を利用してタン
パク質の消化断片のスペクトルを取得し、in silicoで解析したデータと照合してターゲットペプチドを
選定します（図3）。定量分析のためのターゲットペプチド決定後は、当社にてペプチド標品（内部標
準物質）の代理発注を行い、標品入手後に定量法の開発を行います。定量法の開発においては、安
定してより高感度にターゲットペプチドを検出するために、酵素消化やペプチド精製といった前処理
の最適化やLC-MS/MS分析条件のチューニングを行います。より選択的に精製するために、前処理
に免疫沈降を実施することも可能です。

核酸のLC-MS/MS分析

核酸医薬品については、組織への蓄積が認められることから、組織中の薬物濃度のモニタリングを求
められることがあります。当社では、血漿以外に、脳、肝臓、腎臓、脾臓、筋肉、胸腺、卵巣、精巣、
子宮、小腸など組織についての濃度分析の実績があり、各種組織からの安定した回収方法を提案しま
す。分析法の開発時には、核酸のLC-MS/MS分析でしばしば問題となるキャリーオーバーや、分析内・
分析間で生じる感度低下などの対策を含めLC-MS/MS分析条件のチューニングを実施します（図4）。
また、飛行時間型質量分析計を用いて、代謝物検索を実施することも可能です。

図1　当社で保有する新規モダリティ分析に対応する質量分析計の例

図3　Triple TOF 6600+を用いたペプチド断片の定性分析

図4　核酸分析の感度低下対策効果

図１ 当社で保有する新規モダリティ分析に対応する質量分析計の例 
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ターゲットペプチドのデータ非依存性解析標準品消化物の抽出クロマトグラム

定量法が確立された後は、ICH M10ガイドラインに従って分析法のバリデーションを行い、検
証された分析法により精確な実試料濃度分析を実施します。新規モダリティの分析研究や受託
業務の実績がある専門のスタッフが、化合物の特性、お客様のご希望に応じて個別に対応しま
すので、是非お気軽にお問い合わせください。

BioBioanalyticalanalytical 
Test

Service Menu

8　　　　SNBL News 令和 Vol.4（2022） SNBL News 令和 Vol .4（2022）　　　　9



当社の2021年度（2021年4月～ 2022年
3月）の活動内容をお伝えする「株主通
信（日本語版、英語版）」を作成し、当
社ウェブサイト上に掲載しました。新日
本科学の「会社案内」を兼ねる内容に
なっておりますので、株主のみなさまに
限らず、当社の関係者、あらゆるステー
クホルダーのみなさまもぜひご覧くださ
い。冒頭の社長メッセージ、事業紹介と
してCRO事業、トランスレーショナル リ
サーチ事業（TR事業）、メディポリス事業

（社会的利益創出事業）の３事業セグメ
ントの紹介、社外からの評価として2022
年3月に女性活躍推進に優れた企業とし
て経済産業省と東京証券取引所が共同
で主催する「令和3年度なでしこ銘柄」

会社案内を兼ねた
「株主通信」の作成

ステークホルダーに
寄り添う取組み

ESGESGSNBL 
REPORT

に選ばれたこと、及び経済産業省と日本
健康会議が共同で認定する「健康経営
優良法人 ホワイト500」に6年連続で選
ばれたことを紹介しています。
特に注目していただきたいのは、SDGs/
ESGの紹介ページです。最近、企業に人
的資本の価値を向上させる一連の取組
み（人的資本経営）の情報開示を求める
動きが盛んですが、当社は人材育成につ
いて、社会的注目度が高まるかなり以前
から積極的に実践してきました。当社独
自の人材育成制度である「SNBLアカデ
ミー」と将来の管理職/経営者を育成す
る「永田塾」、若手ビジネススキル向上を
目指す「XUP活動」を図や写真入りで紹
介しています。当社では、「私も幸せ、あ

なたも幸せ、みんな幸せ」というスロー
ガンを掲げ、すべての社員や関係者が
輝きながら成長でき、その能力を十分に
発揮できる企業風土を醸成することを目
指しています。
2022年4月に当社は東京証券取引所の
市場区分見直しに伴い、プライム市場に
移行しました。2022年8月17日には企業
価値をあらわす時価総額が1,000億円
を超えました。プライム市場の名に恥じ
ないように、引き続き世界規模での成長
を目指し、業界ダントツのCRO実現に向
けて、みなさまに寄り添う活動を続けて
まいります。

SNBL REPORT

　2022年3月期の業績は、主力のCRO事業がけん引し、2ケタ

の増収増益となりました。前年度に続き、利益はすべて過去最

高となりました。

医薬品業界では、COVID-19に対するワクチンや治療薬の研

究開発が盛んに行われていますが、多くの製薬企業においては

核酸医薬や次世代抗体医薬など新たな創薬モダリティの研究

開 発 が 幅 広く 本 格 化 して き て お りま す。当 社 は C R O

（Contract Research Organization：医薬品開発業務受

託機関）として唯一確立できています「自社グループ内における

大型実験動物の繁殖・供給体制」や新規創薬モダリティ評価に

有用な評価系の構築が顧客に高く評価されており、国内外から

大型試験の受注へとつながっております。

前臨床事業の受注高は前年度比46.6％増の223.9億円と過

去最高を記録することができました。特に、新規創薬モダリティ

の開発が進む海外からの受注高は、ほぼ前年度比倍増の61.4

億円（欧米：43.9億円、アジア：17.5億円）となり、海外受注高

比率は27.5％と前年度の20.5％から大きく伸びております。

私は、1991年に社長に就任以来、30年以上にわたり、独自の

成長戦略に基づいて様々な施策を実行して来ましたが、これら

のいくつかが実を結びつつあると手ごたえを感じております。

配当は、2022年3月期は過去最高となる一株当たり40円配

当を実施しました。

株主通信
2021.４.1　  2022.3.31

2022年3月期の業績について

ご説明願います。

新年度、2023年3月期の見通しと

今後の方向性についてご説明ください。

　新薬開発は、基礎研究の前臨床試験段階から臨床試験段階

まで10年以上の長い道のりが必要です。この間、“スピード”と

“確実性”そして“経済合理性”のバランスをとることが重要とな

ります。近年、海外を含めて製薬企業では、豊富な経験と実績

に裏付けされたCROに研究開発に必要な試験を委託するトレ

ンドが強くなってきました。CROは多くの医薬品開発経験を通

じて確かな技術による質の高い評価系を構築し、豊富な人材リ

ソースによりスピーディで効率的な試験を実施できます。

COVID-19のワクチンや治療薬もCROの協力なしには開発

できなかったでしょう。

COVID-19（新型コロナウイルス感染症）

に対するワクチンや治療薬の開発にも

CROは貢献しているのですか。

　2023年3月期も引き続き主力のCRO事業は好環境が継続

すると見込んでおります。売上高、営業利益ともに2ケタ増を予

想しており、経常利益も為替の影響を除いたベースでは増益を

予想しております。

CRO事業では、施設拡張や研究スタッフの増員を進めるとと

もに、顧客利益の最大化を目指して業務のロボット化やDX（デ
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独自の成長戦 略に基づいて行ってきた

競争優位性を構築する施策が実を結びつつ

あると、手ごたえを感じています。

代表取締役会長兼社長 永田 良一

SDGs/ESG

独自の人材育成制度”SNBLアカデミー”ご紹介
　近年、ESG（環境、社会、ガバナンス）の観点を中心としたサステナビリティ情報や、中長期的な企業価値の向上に繋がる非財務情報

の開示の重要度が世界的に高まっています。特に、人的資本情報の開示については、日本政府でも開示フレームワークの議論が進んで

おり、自社の人材や人材戦略がどのように経営戦略の実現や企業価値の向上に繋がるのかについて、企業がわかりやすく具体的な情

報を開示することが求められています。そこで今回のSDGs/ESGトピックスでは、当社独自の人材育成制度である「SNBLアカデミー」

と永田塾、若手ビジネススキル向上を目指すXUP活動についてご紹介します。

SNBLアカデミーとは
　当社は、人材こそ他社との差別化を図り企業価値の向上を実現するための源泉と捉え、個々の社員が自律主体的に成長できる職場

環境の整備に注力しています。特に2002年に新設したSNBLアカデミーでは、社員への「企業理念の浸透」と「Transformation」を

目標とした独自の社内教育を実施しています。新入社員から将来の管理職/経営者候補まで幅広い人材を育成する複数のプログラム

を展開しています。今回は、当社独自の教育活動である将来の管理職/経営者を育成する「永田塾」と若手社員の自律主体的な成長を

促す「XUP活動」をご紹介します。

　2003年にスタートしたXUP活動は、年長の若手が年少者を指導していた旧薩摩藩の「郷中（ごじゅ

う）教育」をモデルとした若手育成プログラムです。入社１～３年目の社員が8名前後のグループに分か

れ、各グループのリーダーが設定した目標の実現に向けて活動します。自ら考え、自ら行動することで、自

律主体性を持つ将来のリーダー人材の創出と育成を行います。XUP活動では、グループ活動を通して、

コミュニケーション力、判断力、課題解決力、行動力、洞察力、先見力、会社を良くしていこうとする組織コ

ミット力など、様々なスキルの習得を目指しています。毎年6月に発表会があり、活動報告を役員の前で

行い、優秀チームを表彰します。これまでの成果として、新人教育の手引きの作成、実験手技の動画教材

作製、業務でのヒヤリハット事例の共有（ミス・労災防止）、エネルギー節約の具体的事例報告といった提

案、改善が実践され、実際に企業の生産性向上や社員のワークライフバランスの向上に寄与しています。

　こうした社内教育の取組みは、当社の企業理念である「人材」を社会の財産である「人財」として大切にすることを実現するものです。そ

して、一番の特徴は社長と社員の距離感の近さであり、当社社員にとって社長は自身の成長を応援してくれる最も身近な存在の一人で

あることです。これからも当社は戦略的な社員の人材育成を通して、持続的な企業の成長と社員一人ひとりの自己実現の達成を目指し

てまいります。

永田塾

　今年で10期生を迎える永田塾は、将来の経営人材育成を目的として、毎

年１０数名の選抜された中堅社員を対象に、経営者マインドの醸成、企業

理念の浸透を主軸として、永田社長が直接研修します。１年間、将来の経営

者候補としての自覚を醸成する当社独特のプログラムです。４名から６名

のチームごとに課題が与えられ、そのテーマに基づいて塾生が現状の把

握、改善策の提案とその実践に取組む活動に加えて、3か月毎に永田社長

との２泊３日の合宿を行い、理念経営を直接学ぶ機会が与えられます。卒

塾式は、毎年6月中旬に高野山の普賢院で行います。これまでに125名が

永田塾生として卒塾しました。卒塾後は、塾生の一人ひとりが企業理念や

経営者マインドを率先して実践し、普及する伝道師として活躍しています。

XUP活動

永田塾の様子

XUP活動の様子

SNBLアカデミーの教育体系
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マネジメント研修
Advancedコース

新入社員研修

若年層育成匠（スペシャリスト）

オペレーション担当者
（現場）

戦略実行者

ビジョン
推進者

管理職/ 経営者育成 全社教育マネジメント

1〜3年目

スタッフ

チーフリーダー

マネージャー

事業部門長

マネジメント研修
Basicコース

マネジメント研修
Prepコース

理念を体現する一流の経営人材とその予備軍が育成

され相互に切磋琢磨している。

理念浸透

時代の変化を先取りし、オーナーシップをもって組織に

変化をもたらす社員を創出できている。

Transformation

社長若手研修

XUP活動

新 日本科学のビジネス

　新しい薬を開発する上で、その有効性や安全性を細胞・実験

動物等を用いて調べる前臨床試験、実際にヒトで有効性や安全

性を確認する臨床試験を実施しています。

CRO事業

　国内外の大学、バイオベンチャーなどにおける基礎研究から生

まれる有望なシーズや新技術を発掘し、付加価値を高めて事業

化へつなげています。加えて、独自に開発した経鼻投与基盤技

術を応用した製剤開発を行っております。

　創薬シーズ・技術に関するライセンス仲介事業をグローバル

ベースで展開するとともに、同社を無限責任組合員としたファン

ドを組成し、投資事業を実施しています。

　当社は、鹿児島県指宿市の高台に103万坪の広大な敷地（メ

ディポリス指宿）を保有しています。この自然資本を活用して社

会的利益創出事業を実施しています。

　レッドリストに登録されている二ホンウナギの稚魚（シラスウナ

ギ）の人工種苗生産研究に取り組んでいます。

　日常の実臨床の中で得られる医療データ（リアルワールドデー

タ：RWD）を活用して、診療とその結果を正しく把握すると共に、

予防対策などに活用する取組みを実施しています。

　人々の健康の実現（Wellbeing）をメインコンセプトとした事

業を展開しています。

　再生可能エネルギーを活用した地熱発電事業を実施してい

ます。

TR事業

Gemseki事業

メディポリス（社会的利益創出）事業

ホスピタリティ事業

発電事業

水産事業

新しい取組み（デジタルヘルス）

CRO事業

Gemseki事業

新しい取組み
（デジタルヘルス）

生命 環境

発電事業

水産事業

人材

新日本科学の事業領域

メディポリス事業
（社会的利益創出事業）

TR事業

幸せの連鎖
の創造

ホスピタリティ
事業

新日本科学は「環境、生命、人材を大切にする会社であり続ける」という企業理念のもと、当社に関わる全ての

「ステークホルダーに寄り添い、幸せの連鎖を創造する」ことを目指して、下記の領域で事業を展開しています。

　製薬企業の新薬開発は、病気の原因を見つけることから始まり、その原因となっている標的分子に作用する物質をできるだけ

多く見つけます。これらをスクリーニングと呼ばれる絞り込み作業を繰り返して最終的に「医薬品候補化合物」を選定します。次に

医薬品候補化合物を医薬品として仕上げていく工程がスタートします。医薬品開発の国際ルールでは、ヒトに医薬品候補化合物

を投与する試験を行う前に、実験動物等を用いた安全性試験を行うことが定められており、これらを「前（非）臨床試験」といい、

毒性試験、薬理試験、薬物動態試験等からなります。これら試験において薬剤の安全性と有効性を確かめてからヒトに医薬品候

補化合物を投与する「臨床試験」を行うことができます。

　新日本科学の主力事業であるCRO事業は、この前臨床試験および臨床試験を製薬企業からの委託を受けて実施するもので

す。以前は、製薬企業は自社で前臨床試験や臨床試験を行っていましたが、現在は合理的経営という観点から専門的な知識とノ

ウハウ・実績を持つ企 業の協力をもとに新薬を開発しています。このように製 薬 企 業から試 験を受託する企 業をCRO

（Contract Research Organization）といい、当社は国内初のCROとなります。当社CRO事業は、前臨床試験を受託する

前臨床事業と、臨床試験を受託する臨床事業から構成されます。

　CRO事業は、その高い専門性と類を見ない豊富な実績から製薬企業からは医薬品開発のパートナーと認められており、これが

高収益事業につながっています。当社の特徴は、ヒトとの類似性が高いことから実験動物の中で最も優位性が高いとされる霊長

類実験動物（NHP：Non-Human Primate）を用いた前臨床試験において世界的ブランドを構築していることです。自社グル

ープ内にNHPの繁殖・供給体制を唯一構築できていることで他社との差別化を確立しており、加えて様々な創薬モダリティの試

験実績を豊富に積み重ねていることが特徴です。1980年代にヒトの生体成分を応用したバイオ医薬品の研究開発が始まると、

NHPでなければこれらの薬剤の安全性や有効性がわからないというケースが増えてきました。2010年代からは次世代抗体や

核酸医薬、遺伝子治療、再生医療など新規創薬モダリティの研究開発が本格化し、これらの新しいタイプの医薬品開発にはNHP

が欠かせない状況となっています。

　当社臨床事業は、米国に本拠を置くグローバル臨床CROであるPPD社（Thermo Fisher Scientif  ic Group）との合弁

会社、新日本科学PPDにおいて事業を展開しています。新日本科学PPDは、PPD社が受託した国際共同治験（グローバル試験）

の日本国内での実施を主力事業としています。世界規模で新薬発売時期を早めるため、国際共同治験のニーズは高まっており、

業績は順調に推移しています。新日本科学PPDは持分法適用関連会社（当社持分は40％）であり、そこから得られる収益（配当

金）は当社の営業外収益「持分法による投資利益」として計上されます。2021年度の新日本科学PPDから当社が得た「持分法に

よる投資利益」は12.5億円になりました。2019年3月期以降の当社業績において、営業利益よりも経常利益が大きい理由の一

つは、この投資利益が貢献しているからです。
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　当社は、鹿児島県指宿市の高台に約103万坪（東京ドーム77個分）の広大な敷地「メディポリス指宿」を保有しており、この自然

資本（約９割が森林）を活用したメディポリス事業（社会的利益創出事業）を行っています。医療を意味するメディカルと都市を意

味するポリスを合わた造語「メディポリス」から、この敷地を「メディポリス指宿」と名付けました。ここには、地熱発電施設、人々の健

康の実現（Wellbeing）をメインコンセプトとしたホテル宿泊施設（ホスピタリティ事業）やがんの陽子線治療施設（メディポリス

国際陽子線治療センター）があり、人々の健康（こころのケアを含む）の実現に包括的に取組んでいます。2004年に手掛けて18

年が経過しており、Wellbeingと呼ばれているものの先駆けといえます。

　メディポリス指宿での発電事業は、2015年2月に地熱発電所を稼働以来、順調に発電を継続しています。2022年３月期は過

去最高の発電量（1,075万kWh）を記録しました。ちなみにこの年間発電量1,075万kWhは一般家庭約2,500世帯の年間電

気消費量に相当します。地熱発電は、日中夜間を通じて、天候に左右されず、年間を通して安定した発電が可能なベースロード電

源として期待されています。発電した電気は再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT制度）に基づいて売電しており、

2022年３月期の発電事業の売上高は4.3億円となっております。2023年3月期は、新規発電プロジェクトとして、ホテルで浴用

や床暖房に使用している温泉の泉源の余剰蒸気を活用した温泉発電所（年間発電量400万kWh）が、この6月から運転を開始し

ています。

　ホスピタリティ事業は、お客様のニーズに合わせる形で宿泊施設（部屋数74室）を宿泊棟ごと、機能ごとに３つのホテルに分けて

おり、それぞれヒーリングリゾートホテル「別邸 天降る丘」、中長期滞在型施設「指宿ベイヒルズHOTEL&SPA」、メディポリス国際

陽子線センターの患者様専用宿泊施設「HOTELフリージア」として稼働しています。

メディポリス指宿の敷地内の森林は、生物多様性の宝庫であり、当社は地元の森林組合の協力のもと、間伐と継続的な植樹によ

り「生物多様性の保全」を推進しています。
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　トランスレーショナル リサーチ事業（TR: Translational Research、以下TR事業）は、医薬品開発支援のCRO事業だけで

なく、当社が持っているインフラや集積された技術や経験を活用しつつ収益構造を変革する戦略に基づいた事業です。具体的に

は国内外の大学、バイオベンチャー、研究機関などにおいて基礎研究から生まれる有望なシーズや新技術を発掘し、付加価値を

高めて事業化または株式上場、あるいはＭ＆Ａにつなげることを目指す事業で、新規技術開発や創薬を指向するとともに、自社

内で独自開発した経鼻投与基盤技術に基づいた製剤開発を行っています。

　1997年にTR事業を開始して25年が経過しました。これまでに、ボストンにおいてハーバード大学教授らと設立したWave 

Life Sciences社（Wave社）、サンフランシスコに設立したSatsuma Pharmaceuticals, Inc（以下 Satsuma社）はいず

れもNASDAQに上場しました。

　Wave社は、核酸医薬の開発を複数のパイプラインで行っており、これまでのPf izer社や武田薬品と業務提携を締結し、高額

の研究開発費を獲得しています。Satsuma社では、偏頭痛を対象に経鼻治療薬を開発中で、現在、第3相臨床試験を実施して

おり、2023年の1－3月期に米FDAへの新薬承認申請（NDA）を計画しています。このまま開発が順調に進み、発売されますと

当社はライセンス（売上に対するロイヤルティ）収入を得ることになっています。

　この3月に連結子会社として設立したSNLD社では、パーキンソン病のオフ症状治療のための経鼻レスキュー薬（開発コード：

TR-012001）の国内第１相臨床試験を実施しました。レスキュー薬とは、病気を根本的に治療するのではありませんが、今の症状

がつらいのですぐに抑えてほしいというニーズに対応する薬剤であり、即効性を特徴とする当社の経鼻投与製剤の強みを発揮で

きる領域と考えています。

　TR事業における経鼻投与基盤技術は、独自開発した担体（キャリア）をベースに粉体製剤技術と独自設計の投与デバイス（医療

用具）を組み合わせたプラットフォーム技術であり、鼻粘膜からの速やかな薬物吸収に基づく“即効性”を特徴としており、加えて

注射に比べて投与が簡易で製剤の室温保存も可能という強みがあります。

このほか、より効果的な感染防御である粘膜免疫作用を期待した経鼻ワクチン開発に着手しております。併せて、経鼻ワクチンの

効果を高めるための独自のアジュバント製剤に関する研究も進めています。また、経鼻投与によって薬物の脳移行性を高める送

達技術（Nose-to-Brain技術）に発展させた研究開発にも取組んでおります。

　創薬支援を行う子会社の株式会社Gemsekiでは、創薬シーズ・技術に関するライセンス仲介事業をグローバルベースで展開す

るとともに、同社を無限責任組合員としたファンドを組成し、投資事業を行っております。
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　当社は、2021年10月に8つのマテリアティ（企業価値向上における重要課題）を特定し、

持続的な成長に向けて各マテリアティに対する課題解決活動を促進しています。マテリアティ

の一つである「ダイバーシティの推進・働きやすい環境づくり」の実現に向けては、前回の株

主通信でも紹介した「健康経営の実践」、そして「女性活躍推進」への取組みに注力してきま

した。今回、そうした取組みが高く評価され、当社は「令和３年度なでしこ銘柄」と「健康経営

優良法人　ホワイト500」に選定されました。

　なでしこ銘柄は、「女性活躍推進」に優れた取組みを実施する上場企業を、東

京証券取引所と経済産業省が選定する制度です。この制度は「中長期の企業価

値向上」を重視する投資家にとって魅力ある銘柄として紹介することを通じて、

企業への投資を促進し、各社の取組みを加速化していくことを狙いとしており、

各業種のスコア1位企業（相対的に企業数が多い業種は2位企業まで）が選定さ

れます。令和3年度は、すべての上場企業の中から50社がなでしこ銘柄として選

定され、当社はサービス業の企業枠から選定されました。

　東京証券取引所と経済産業省が公表したレポートによりますと、今回選定された50社の業績パフォーマンス（売上高営

業利益率）を東証一部（現東証プライム）銘柄の平均値と比較すると、なでしこ銘柄企業は市場の平均値を3.6ポイント上

回っていることが報告されています。女性活躍推進に優れた企業は、持続的な企業価値の向上においても良いパフォー

マンスを出す傾向にあることが分かります。（表の出典：令和３年度「なでしこ銘柄」レポート）

　当社は、女性活躍推進に止まらず、ダイバーシティ（多様性）実現を積極的に推進しており、すべての社員とステークホル

ダーが幸せに生き生きと輝きながら成長でき、一人ひとりが自分の能力を十分に発揮できる企業風土を醸成することで、

引き続き企業価値の向上に取組んでまいります。

　健康経営優良法人制度とは、地域の健康課題に即した取組みや日本健康会議が進

める健康増進の取組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している大企業や中小

企業等の法人を顕彰する制度です。健康経営においては、従業員等の健康保持・増進

の取組みが、将来的に収益性等を高める投資であるとの考えのもと、企業が健康管

理を経営的視点から考え、戦略的に実践することが求められています。

　日本経済新聞社と日本経済研究センターの研究によると、健康経営を実施すること

でROA（総資産経常利益率）とROS（売上高営業利益率）のいずれの利益率も中期

的に上昇するプラス効果が現れる可能性が報告されており、健康経営に積極的に取

組むことで企業の業績向上や企業価値の向上に繋がることが期待されています。

　当社は、本制度のうち大規模企業等を対象とする「大規模法人部門」において、上位評価500法人以内である「ホワイト 

500」に2017年度より6年連続で認定されました。当社はこれからも、「わたしも幸せ、 あなたも幸せ、みんな幸せ」という

スローガンのもと、社員の健康保持、健康増進をサポートし、健康経営の実践を通じた企業価値向上に取組んでまいります。

女性活躍企業の証「なでしこ銘柄」取得！

女性活躍と健康経営で高評価！
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